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rEslU 3 而 lこ付された半間の桜は後世その付加で，元は~:~を
JIJl、ず，1王而中央部分(実長 31m) と lよK*の~:，下段!の
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そ乙を開放のままとし 3 上下問の正面も 2間持ちはなし
にして障子を4枚建てにする(写真4)。
上，中，下の3室の境では鴨居を釣束で釣って，内法
長押を通し，上に竹の節を飾るが，釣束を用いたため，
上部天井下IC狭L、小曜を入れて， 3室を通じて天井を通
さない(写真7)。大仙院ゐヌ;などは， ここを小l慢で区切
っており，それより少し新しい万丈では乙の部分K釣束
を用いないで，天井を3室1つに通している。
上の聞の東側面2問のうち，手前1聞は敷鴨居が2本
清
j薄になっていて，波廊下l乙援した室IC通じていたのであ
ろうが(現在はその部分が改造されている)，その!処の l
聞は3本溝になっているので，外に縁を設け，戸2障子1
で戸締りしたと見られる(図2)。下の聞の側面は中鴨居
を入れて，その下を下見張りとし， 3本溝にして戸2，
障子1で声締りしていたととが知られる(写真8) 
中奥の聞の前面は中央聞には内法を高めて虹梁を入れ
面脇では敷鴨居l乙内法長押を入れて各上部IC板欄間を入
れているが(写真5) ，元は中央聞に筏欄聞のようなも
のを入れ，両脇を墜にしていたかと思われる。
上奥の側I自1には浅いlポと浅い押入れを設け(写真9)，背
rilは1間fu=1これを¥'rてて3本溝で丙21母nのri締りを
したので，外lζは元々縁があった。
結び
この本堂のように周囲の大部分に中敷居を入れて，閉
鎖的にした例は先号にあげた寛永年間創立の尾張旭市の
良福寺本堂にも見られたものであるが，本堂では来迎壁
がなかったのにかかわらず，仏壇を背面の下屋l乙出して，
中奥の仏壇前を広くとっている点が特異である。古い形
式では仏壇を一間前に出して，その背後に眠蔵を設けた
のであるが，乙 ζでは眠蔵を造らなかったので，仏壇前
を広くして，中の室で営tJ法事を中奥lζ持ち乙んだもの
と考えられる。
